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●司会者
村上有司会長

●ソング
まんが日本昔ばなし

●ゲスト
米山奨学生

牟 潤宏様(中国）

●ヴィジター

会員数 欠席者 出席者 出席率

総 数 83名 21名 62名

出席計算者 72名 15名 57名 79.16％

10月7日修正出席率 90.14％

出席報告

ニコニコ箱

☆牟 潤宏(ﾑ･ｼﾞｭﾝ･ｺｳ)さんようこそいらっしゃいまし

た。･･･････････････････････････････････････長井

☆牟 潤宏さん､頑張って下さい。･･･････････････小坂

☆地区大会､皆様ご苦労様でした。･････････････村上

☆地区大会､多数ご参加ありがとうございました。岡本

☆財団奨学生の田中京子さんがイギリスのルートンか

ら無事留学を終え帰国しました。･････････････近藤

☆風邪で地区大会欠席。すみませんでした。･････伊賀

☆私のプロフィール週報に載りました。よろしく。･･･

･･･････････････････････････････････････････成田
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創立昭和２８年１月８日

2005-06年度
国際ロータリーテーマ

カール・ヴィルヘルム
ステンハマーＲＩ会長

四つのテスト (FOUR WAY TEST)

言行はこれに照らしてから
(1) 真実かどうか
(2) みんなに公平か
(3) 好意と友情を深めるか
(4) みんなのためになるかどうか

次回のプログラム11/17

本日のプログラム 11/10

ＲＯＴＡＲＹ

｢ か か し 」

お知らせ

例 会 日 木曜日 12：30
例 会 場 紀陽銀行三階ホール
会 長 村上 有司
幹 事 木村 頼文
会報委員長 植田 英明
http://tanabe-rc.com/

承 認 昭和28年3月2日
事務所 田辺市栄町24 〒646-0048

紀陽銀行田辺支店内
ＴＥＬ 0739-24-2002
ＦＡＸ 0739-26-0264
ｍａｉｌ tanaberc@mb.aikis.or.jp

会長報告
・10/23の地区大会には大勢の方が参加してください

ました。ありがとうございました。

・12/1に年次総会を開催します。

・指名委員会(福本委員長)が指名した役員及び理事候

補者を発表します。

次々年度会長予定者:荷稲 實会員

次年度副会長:植田芳史会員

次年度幹 事:三前 剛会員

次 年 度 会 計：津村寛司会員

次 年 度 理 事：笹野吉信会員

〃 ：新藤整市会員

〃 ：稲田太門会員

〃 ：横田達夫会員

この方々以外に推薦をしたい方がございましたら役

職ごとに次の11月10日の例会までに10名以上の会員

の署名と共に事務局もしくは幹事に提出して下さい。

幹事報告
・長野洋会員が昨日退院されたそうです。

・来週、11月3日は祝日につき休会となります。

・本日の持ち回り理事会で2名の方の入会が承認され

ました。新会員告示書を各自のトレーに入れていま

す。意義のある方は７日以内に書面を以て理事会へ

提出してください。

・先日の海南での地区大会のお土産が届いております。

出席できなかった方はお持ちください。

・ＪＣニュースが届いております。回覧いたします。

株式会社梅屋 相談役
大谷 建児 様

(仮称)

｢私の経営戦略(Ｍ＆Ａ)」

雑誌委員会
「雑誌の日」

津村 寛司 会員

お 祝 い

会員誕生日 10/26 廣本

11/1 多屋平彦

11/8 竹本

夫人誕生日 11/3 三谷 文(方外）

11/4 近藤千恵子(新治)

11/4 木村貴美子(勝次)

11/8 長野洋子(羊)

結婚記念日 10/27 廣本

10/28 吉田透

10/30 稲田太

11/1 矢野

11/6 宮本

☆スポーツキャスターの青島健太の講演会が11/3にみ

なべであります。整理券が入用の方は連絡下さい。･

･････････････････････････････････････････植田英

☆信州旅行中､脳梗塞で小布施に入院してこの29日で満

3年。お陰様で何とか毎週出席させて貰っています。

この間お世話になった玉置病院の諸先生､串先生､小

幡先生と会員皆様のご支援に心から感謝します｡脇村

☆ちょっといい事がありました。･･････････････新藤

10月22日 村上･坪井･木村頼(地区年次大会)

10月23日 ３８名出席(地区年次大会)

10月26日 植田芳（田辺東RC）

メイクアップ
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中国では大学進学に向けての高校時代の受験勉強は

ものすごく厳しいです。田舎の学生にとって、大学な

どに進学できなければ一生農民になるしかないから都

会よりも厳しいです。中国では田舎戸籍と都会戸籍に

分かれていてそのうち田舎の人口は中国の総人口の八

割を占めています。田舎戸籍をもっている人たちには

たくさんの制限があり田舎の人は都会で自由に就職で

きないのです。そのため、田舎の学生たちは都会の人

になるために一生懸命勉強するのです。私が通ってい

た高等学校は毎年ほぼ１００％の進学率の地元でとて

も有名な厳しい学校です。その厳しさは今でも忘れら

れません。

高校に入ったら寮の生活が始まりました。私たちの

寮は昼と夕方と晩の決められた時間以外に自由に出入

りすることができません。それに学生はクラス単位で

まとめて住むことが学校から要求されました。ベッド

はすべて二段ベッドです。家具や電気製品は一切禁止

です。寮はただ寝るだけの場所でした。高一の時はま

だ週に一回は実家に帰れました。しかし、高二になる

と休みはほとんどなくなりました。高三になると高二

の厳しさにプラスして自由に学校を出て買い物をする

ことも禁止されました。私たちの生活は完全に教室と

食堂、寮だけの生活になりました。

高校時代に恋なんかできません。中国では大学生に

なるまで学校で恋愛してはいけません。たとえ気にな

る人がいても相手に対して迷惑かなとか、親に申し訳

ないとか、学校に知れたら大変とか、結局その気持が

人に知られないように心の中に深くしまうしかありま

せん。その代わりにもっと勉強をがんばろうという気

持ちに自分の気持ちを調整します。担任の先生は頭の

中に「受験」しか入ってないみたいで厳しかったです。

こうして勉強ずくめの三年間が続きました。

大学に入って一番感じたのは自由です！今まで味わっ

たことのないような自由でした。中国の大学生は裕福

な家庭の学生が民間のアパートを借りる以外はほとん

どが大学の寮に住みます。安くて安全で親も安心でき

ます。学生は全国各地から集まってくるので違う民族、

違う方言、違う生活習慣など、全部大学で衝突し融合

しあいます。そのため大学生活はより豊富で多彩にな

ると思います。中国では大学に入る最初の一ヶ月、新

入生全員が軍人の精神をこれから勉強する態度の中に

しみこませるため軍事訓練を受けなければなりません。

この訓練は本格的で日射病で倒れた新入生は少なくな

く、何キロもやせた人も大勢います。

中国では大学の授業にまじめに出席しなければなり

ません。一旦とった授業は単位を取れなかったら再履

修できません。７０％以上の出席率でなければ受験資

格さえなくなります。中国の大学では成績は全部一発

勝負です。期末試験の成績が一生の成績になります。

再試験の成績は学歴の成績になりません。この点は中

国の大学のほうが厳しいです。

大学を卒業してから私は大連の旅行会社に入社しま

した。私は日本部に所属し日本のお客さんと接するう

ちに自分が情報に疎く大変勉強不足だとしみじみ感じ

ました。日本に留学してもう一度勉強しなければと決

心しました。私は仕事をやめて２０００年１０月に来

日し京都の専門学校で２年間、２００３年の４月から

和歌山大学教育学部の国際文化課程に入学、翌年２０

０４年の春、和歌山大学経済学部の大学院にはいって

現在、経済学研究科経営学専攻の二年生として勉強し

ています。

五年間の留学生活を振り返ってみると本当に大変で

した。日本に留学することを両親は大反対しましたの

で親から一切援助をもらえませんでした。一年目の留

学諸費用は兄弟と親戚から借りたのです。最初の一年

間は勉強する以外バイトずくめでした。私の中で留学

は誰にでも経験できることではありません。せっかく

留学したのですからもっと異文化の勉強とコミュニケー

ションをしなければなりません。しかし、生活に追わ

れてしたくてもできない留学生は大勢います。犯罪の

道まで歩む人も少なくないです。留学って本当に人生

の試練でもあるといえるでしょう。

「社会環境にソフトに順応し、自分の信念を硬く守る」

これは私が来日してから作った座右の銘です。

今、皆様のおかげで米山奨学生になりました。奨学

生になってから、より留学生活を満喫することができ

ました。奨学金のおかげでバイトの時間も減ってその

時間を利用して各学校へ交流しに行ったり、図書館で

本を読んだり、留学生の生活をサポートしている団体

のイベントに参加したりして今まで味わったこともな

い充実感です。本当に心から感謝しております。その

代わり自分はもっとしっかりしなきゃ、もっと勉強し

なきゃ、いつかどこかで今日ここにいらっしゃる皆様

のように誰かを助けることができるような人になりた

いです。

以上です！ご清聴ありがとうございました。

プログラム

米山奨学生
和歌山大学大学院･経済研究科

牟 潤 宏 様(中国）

「私が過ごしてきた学生生活」

委員会報告

国際奉仕委員会 小川豊介委員長
・先日、パキスタン北部で大きな地震が発生しており

ます。第2640地区では検討の結果、｢災害等非常時

積立金｣より義捐金として300万円を投入することを

お知らせいたします。加えて、9万人の方が亡くな

りこれから冬を迎えるということで少しでも多くの

協力を賜りたいということで各クラブで義捐金の協

力をお願いいたします。皆様少しでもご協力よろし

くお願いいたします。

クラブ会報委員会 阪本哲次委員
・本日の会報は特別号となっています。「私の横顔」

の原稿と写真、未提出の方は事務局まで提出よろし

くお願いいたします。

野球部 新井康司会員
・本日、練習を新庄グランドでおこないます。

社会奉仕委員会 木村頼文幹事
・以前からお願いしていました｢ロータリー100年の森

林」第3次協賛､もう少しご協力お願いします。

・暴力追放パレード10月31日午後3時45分カッパーク

より出発します。


